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1. はじめに 

 コンクリート構造物は，繰返し荷重を受けることで損傷を生じて力学的性能が低下し，疲労破

壊に至る．疲労による劣化は，設計段階で想定する最大荷重よりも低い荷重レベルで破壊に至る

ため，常時の安全性と使用性の確保の観点から重要な損傷機構である． 

本報告では，新たに開発した移動輪荷重走行試験に供される RCおよび PC床版の疲労寿命予測

法を概説する． 

  

2. 一定の移動輪荷重を受ける場合の疲労寿命予測法 

移動輪荷重を受けスラブがはり状化した後のせん断耐力は次式により求める． 

                                                                 (1) 

ここで，係数  ：環境条件を表す係数，係数  ：支持条件を表す係数，           
 
 

 
            ，

                               ，        ， ：主鉄筋の有効高さ，               
 

，

    ：コンクリート圧縮強度，    は腹部の幅である． 

疲労寿命は次の S-N曲線式により得る． 

     
 

    
                        (2) 

ここで，乾燥条件の場合 =0.057，湿潤条件の場合 =0.061， ：輪荷重， ：繰返し回数，である． 

 

3. 変動の移動輪荷重を受ける場合の疲労寿命予測法 

変動荷重を評価する際の基本コンセプトを図－1 に示

す．まず，作用する輪荷重が一段階目の荷重 VAから二段

回目の荷重 VBに引き上げられる場合を考える．VAなる輪

荷重が log NAだけ与えられ，輪荷重が VBまで引き上げら

れた際には，低下線（赤色の破線）に基づきせん断耐力が

V0-A から V0-B まで低下することとなる．次に，二段回目

の載荷では，この V0-B を初期のせん断耐力として繰返し

回数に伴いせん断耐力が低下し，log NBの時のせん断耐力

が V0-Cとなる．さらに三段階目において輪荷重が VCまで

引き上げられ，V0-Cを三段階目の初期値としてせん断耐力

が低下し，log NCの時のせん断耐力が，作用している輪荷

重 VCを下回ることで破壊に至る．このように先行荷重に

よる疲労損傷の影響を考慮する． 

 実験結果と計算結果の比較を図-2 に示す．精度よく疲

労寿命を予測でいていることが明らかである． 

  

4. まとめ 

(1) RC と PC 階段状漸増載荷試験における先行荷重によ

る疲労損傷の影響を，荷重の繰返しによるせん断耐力

の低下として捉えて考慮する方法を提示した。 

(2) 本論文の範囲においては所要の精度で RC および PC

床版の疲労寿命予測が可能である. 

 

図-1 変動荷重下のせん断耐力 

 

 

図-2 疲労寿命の実験値と算出値

の比較 

 


